
CBPR認証取得の意義
〜中⼩企業こそ取得すべき〜
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2024年1⽉10⽇
インタセクト・コミュニケーションズ株式会社

経済産業省/個⼈情報保護委員会共済
グローバルCBPRの展開・普及ワークショップ（⼤阪）
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会社概要

インタセクト・コミュニケーションズ株式会社

所在地 :東京都千代田区神田小川町３丁目１番地B･Mビル
設立 :2000年11月
代表者 :代表取締役社⾧ 譚玉峰
拠点 :北海道・京都・大阪・兵庫(姫路)・福岡
人員 :152名

グループ:中国各社（北京、上海、成都、⾧春、太原）

事業内容:マルチ決済サービス、中国向け越境EC、アジア向け海外プロ
モーション・インバウンド支援、アフィリエイト運用代行、
システム開発など
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自己紹介

甘利友朗

経営管理本部リスク管理室室⾧
amari.tomoaki@intasect.co.jp

略歴
・通信事業者にてエンジニアリングに従事
・ソフトバンク株式会社（現:ソフトバンクグループ株式会社）にてグループ情報セキュリティ
マネジメントに従事

・株式会社ドワンゴにてリスクマネジメント、グループ内部統制に従事
・現在、インタセクトにてリスクマネジメント、経営企画、DX推進プロジェクト、
大阪大学健康情報工学共同研究講座研究員、等に従事

東北大学内次世代放射光施設「ナノテラス」の名付け親
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CBPR認証とは

参加している国・地域（9）
日本、アメリカ、韓国、シンガポール、
カナダ、メキシコ、台湾、フィリピン、
オーストラリア

認証取得事業者（71社、2023年9月）
日本 :5社 PayPay、ヤフージャパン、IIJ
アメリカ:47社アップル、IBM、マスターカード
韓国 :8社ネイバー
シンガポール:11社アリババクラウド

CBPR（Cross Border Privacy Rules/APEC越境プライバシーシステム）は、企業等の
越境個人データの保護に関して、APECプライバシー原則への適合性を認証する
システムです。

イギリスも意欲的



© 2023 Intasect Communications, Inc. 5

CBPR認証取得の理由
アジアエリアへの事業拡大のため
QRマルチ決済、越境EC、インバウンドなど展開中

対象エリア

国内:PayPay、楽天ペイ、LINE Pay、d払い、au PAY、merpay、J-Coin Pay、銀行Pay、
QUOカードPay、Bank Pay、Smart Code、AEON Pay

海外:WeChatPay（中国）、Alipay（中国）、UnionPay（中国）、KakaoPay（韓国）、
TrueMoney（タイ）、GCash（フィリピン）、EZ-link（シンガポール）、
Touch’n Go（マレーシア）、DANA（インドネシア）、Amazon Pay（アメリカ）

QRマルチ決済サービス「IntaPay」対象サービス

2022年12月
CBPR認証取得

1つのアプリで
全て対応

アメリカ
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CBPR認証取得の理由

導入事例

決済を中心に
サービス・エコシステム

「観光列車」でモバイルオーダー利用

霧島酒造・中国語動画

導入路線
・ゆふいんの森
・SL人吉
・ふたつ星4047
・特急あそぼーい!
・指宿のたまて箱
・海幸山幸
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CBPR取り組み例
越境ECの場合
WeChat ECモールの例

旅マエも、
旅アトも。

出品企業

税関事前登録
在庫商品の納品

注文 ＜商品代金+関税+送料＞

●納税
●通関

中国国内配達

引き渡し航空便

カスタマーサポートセンター

（グループ会社/中国四川省成都市）

問い合わせ・商品に対する対応等

購入者

商品掲載

提携倉庫（東京都）

日本 中国
京都中央信用金庫モール

200社以上が出店
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CBPR申請概要

認証を取得するには、
１．認証基準を満たし、
２．50の質問に答え、
３．根拠文書を提出する。

※詳しくはJIPDECサイトをご確認ください。
https://www.jipdec.or.jp/project/cbpr.html

ざっくり言うと、

※認証基準は個人情報保護全般だが、
Pマークを取得していれば問題になら
ない内容

「50の質問」 提出文書
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越境データ移転対応の可視化

検索

ダウンロード
「50の質問」
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越境データ移転対応の可視化
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取得の制限

個人情報の利用

選択

個人情報の完全性

セキュリティ対策

アクセス及び訂正

責任

CBPR基準越境データ移転対応度（イメージ）

対応 5点
全10問

＝ 50 %

1点 :対応できている
0.5点:一部対応している
0点 :対応できていない

＜各項目に点数をつける＞

対応状況を可視化して対応度が高ければ、
速やかなCBPR認証申請も可能。

「50の質問」から抜粋
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CBPR取得のポイント

• 前提として、当社はPマーク認証取得済み
• Pマーク認証を取得している場合、根拠資料を揃えやすい
• システムとネットワークは「ゼロトラスト・セキュリティ」
内部からの不正アクセス対応 ファイルサーバー→ クラウド・ストレージサービス

• 事務局人数 = 1.5人
• 準備期間 = 2ヶ月
• 対象業務 = 2

• 根拠として準備した文書数 = 34（翻訳した文書 = 9）
2022年
事務局人数 = 1.5人
対象業務 = 9

根拠文書 = 93

DX推進による、
オペレーショナル・
エクセレンスの実践

2016年認証取得

Pマーク取得済みの場合
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CBPR取得のメリット

・越境ビジネスを重視している取引先への信用向上
越境での個人情報流通はクライアントにとって不安

・他社との差別化
高い個人情報保護意識、国際感覚、制度対応スピード

・リスクの最小化
JIPDECのサポートが厚い、
APEC参加国の個人情報保護制度の理解が薄くてもリスクを最小化できる

担当者の人数も
抑えられる
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結論

「中小企業こそCBPR認証を取得すべき」




